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　　　　　　　　　緒　　　言
　動脈硬化症はsilent　diseaseといわれる。動脈壁の
硬化性病変は小児期に始まり：｝，長いライフXテージ
を経て進展し，症候が出現する。このような動脈硬化
性疾患は，死因として第2位の虚血性心疾患や，第3
位の脳血管疾患の主な原因となっている。
　動脈硬化による成人病の予防は小児期から始めるべ
きであることは，欧米では古くから提唱されてき
た2｝3）。わが国においては昭和48年に大国‘〕が動脈硬化
の予防と小児科医の役割と題する論文を発表して以
来，その重要性が認識されるようになった。近年，食
生活や生活様式の変貌を背景要因として，成人病その
ものを有する小児および成人病予備軍が増加している
ことは確実であIP　5）－7），その危険困子の相関度に関す
る検討が各方面で精力的に行われている帥一12】。これ
らの研究成果からは，発症に関：わる環境因子の是正が
重要であることが窺われる。一般に多くの人にみられ
る環境要因は主として食生活であり，食事からの脂溶
性成分摂取との関連が指摘されている13，。さらに，食物
繊維，マグネシウム（以下，Mg）摂取量の低下傾向等
の影響もリスクとして予測されている：4）－17）。
　著者らは，幼児期の栄養指導に関し，より適切な示
唆を得るための系統的研究の」一端として，昭和41年以
来新潟県内の山・農村，漁業地域および都市近郊の4
地域に住む幼児の，食物・栄養素等摂取状況の推移を
観察してきたユs，・・）。日本経済の高度成長のほぼ中期か
ら，最盛期を経て，低成長時代に至る約20年間の時代
的推移により，肉・油脂類の著増と穀類の減少が地域
を問わずみられ，さらに乳類の増加が山・農村に，ま
た魚介類の減少が漁業地域にそれぞれ認められるよう
になった。これら幼児の食事内容の，都市化傾向とも
みられる現象を，動脈硬化症予防の視点から改めて再
検討することとし，その予防上重要視される脂溶性成
分，食物繊維，ミネラル等の擾取量調査を行った。既
報2°｝21｝では，山村と都市近郊におけるそれら成分の摂
取量の，昭和46年から15年間の推移についての検討と，
生活環境別に現況の比較を試みた。少数例ゆえに普遍
性を期し難いものの，それらの結果から，該摂取量に
地域差がみられ，かつ，現況までの上昇・下降線がそ
のまま鈍化することなく延長されることは好ましくな
いとの示唆を得た。
　引き続き本報では，とくに個入対応の具体的な栄養
指導に資する目的から，前報の解析により見い出され
た，平均値から著しく隔っている対象児，すなわち最
小値と最大値を示す対象児の摂i取食品構成を中心に，
併せて，適正な脂溶性成分摂取バラソスを示す対象児
のそれについても検討を試みたので報告する。
　　　　　　　　　方　　　法
　工．対象および調査期間
　対象は，新潟県内に住む平均年齢5．1歳の健康な幼児
44名（男子27名，女子17名）で，その居住地域別構成
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食　品群
平均値士標彗甦偏差
@　　　（9）
変動係
煤i％）
昂安玉1二に対
ｷる拙取割
〟i％）
栄養索算・栄義比率 平均値士標準偏差 変動係煤i％）
所要量に対
ｷる摂取割
〟i％）
穀　　　　頻 154，6土36、823．8 65．9 エネルギー（kca1）1，506±2031 ．5 106．2
（米　　　　頻） （11L8±31．3）（28．0） 一 タソパク質　（9） 55，3±7．012．7 115．5
い　　も　　類 4a5±20，341．9 161．6脂　　　　　質　（9） 48．7±7，4152 124．3
砂　　糖　　類 6．2±3，1 50．O 107．1 カ　ル　シ　ウ　ム　　（田9） 555±11620．9 138．8
菓　　子　　類 44．8±17，539．工 107．4鉄　　　　　　　（mg） 8．2±1．9232 98．8
油　　ll旨　類 13．5士4』29．6 137．Oピタ　ミ　ソA（Iv）1，732±6376．8 168．3
獅i　実　　類 1』±2，1UO．5 皿 ピ　タ　ミ　ソB1（mg）0．61±0ユ118．0 108．8
豆　　　　頚 42．3±14，033．1 105．6 ピ　タ　ミ　ソB：（［Tlg） 0．87±O．2023．0 112．5
緑黄色野菜 57，8±21．336．9 112．8ナ　イ　ア　シ　ソ（nlg） 10．2±1，918．6 113．5
その仙の野菜 118．呂±37．531．6 111．ユ ビ　タ　ミ　ソ　C（mg） 48±　1735．4 114．8
果　　実　　類 ユ36．3±65、548．1 136．3 ビ　タ　ミ　ソ　D（IU） 56士　2850．0 26．O
海　　⊃∵く　類 3，4±2．1 61．8 223．3動物奮生タソばくク貿上ヒ（％） 54，0±5．810．7 一
魚　　介　　類 46．3±ユ7。8 3S，4 139．3動　キ勿　｛生　H旨　質　上ヒ　（％） 40．1±4．5112 一
肉　　　　類 44．3±15．535．0 140．3且冒肪エネノレギー上ヒ　（％） 29．3±2．89．6 …
卵　　　　頚 41．5±15．838．1 呂1．2 薮密賃エネノレギー・上ヒ　（％） 55．8±3．86．8 一
乳　　　　　類 249．5±68．827．6 85．7 穀類エネルギマ比（％） 34．8±5，3152 一
衷1幼児（4地鷹＋44名，5、1歳）の食品群別・栄獄等の平均摂取鼠と栄養比率
比は山村14％，農村18％，漁業地域20％および都市近
郊48％である。平均身長は男子111．5±5．2cm，女子
109．8±5．8crn，平均体重は男子18．7±3．ekg，女子は
17．9止2．61｛9である。平均Body　Mass　Indexは男子
15．1±0．9，女子14．9±1．1であり，1日当り平均歩行
歩数は10，512±1，992歩である。
　調査期間は，1地域を1年を要して調査したので，
昭和61年～平成元年の各年度毎の，四季の各連続3日
間，通年12日間である。
　2．調査方法
　食物摂取量調査は，対象児の母親に秤・計量器を用
いた秤量記録を依頼して行った。各調i査年度の年4回
調査のうち初回の調査期間中は毎日1回，第2回目以
降は調査票回収時に，それぞれ颪接岡き取り法により
記録内容の確認と補正をした。
　エネルギーおよび栄養素量は四訂日本食品成分
表鋤，脂溶性成分量は日本脂溶性成分衷23），食物繊維量
は食物繊維成分表24），マグネシウム量は食品の含量
表・帥，蕉糖量は田中らの分析値鋤，を用いてそれぞれ算
出した。なお，ピタミソ（以下，V．）の調理による損
耗率はV．A20％，　V．B，30％，　V．B，25％，　V．C50％とし
て適用した。
　得られた成績は，高居ら27｝の食品構成ならびに個人
別に算定した栄養所要飛2帥に対比して摂取割合を求め
た。
　　　　　　　　　結　　　果
　1．対象児の食品・栄養素等摂取状況
　対象児44名の1人1日当り平均食品群別・栄養素等
摂取量と，それらの目安量，所要量に対する摂取割合
は表1に示す通りである。食品群別摂取量では穀類，
卵類，乳類が目安量を下回っており，栄養素等摂取量
では鉄が僅かに，V．Dが顕著に所要量を下回ってい
たe
　なお，穀類エネルギー比の平均値は34．8±5．3％で適
正範囲（40　一・．　45％）を下回っている。動物性タγバク
質比の平均値は54．0±5．8％，脂肪エネルギー比の平均
値は29．3±2．8％で，それぞれの適正範囲を前者は超
え，後者はその上限に至っている。
　2．脂溶性成分，食物繊維，マグネシウムおよび食
　　　塩の摂取量
　対象児の1人1日当り脂溶性成分，食物繊維，マグ
ネシウムおよび食塩の摂取量と，それらの最小値なら
びに最大値を示す対象児を表2に総括して示す。高居
らの食品構成から箆定された4～6歳男女の平均値2s｝
に対比すると，対象児の脂溶性成分摂取量のうち，コ
レステロール，飽和脂肪酸（以下，SFA）および一価
不飽和脂肪酸（以下，MFA）については84　一一　91％，リ
ノール酸，リノレソ酸，アラキドγ酸およびVEにつ
いては56～71％と低値であるが，他方，多価不飽和脂
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肪酸（以下，PUFA），イコサペソタエソ酸（以下，　EPA）
およびドコサヘキサエソ酸（以下，DHA）については
107　一一　118％と若干多く摂取されている。PISはo、93で
あり，高屠らの算定値（0．67）に比し高値であった。
n－6／n－3系多価不飽和脂肪酸比（以下，n－6／n－3）は
4．52，EIPUFAはo．45であった。また，食物繊維，マ
グネシウム，食塩の摂取量はそれぞれ12．lg，154rng，
7．99であった。
　それぞれの摂取上の個人差を変動係数でみると，食
塩のそれが最小，EPAのそれが最大であった。ついで，
食物繊維のそれが小さい方であり，他方，DHAのそれ
が大きい方であったe次に，最小値と最大値を比較す
ると，最大値は最小値の2．9倍（食塩）から417倍（EPA）
に及び，摂取上の個人差の多様であることが知られた。
　3．最小・最大摂取量を示す幼児の摂取食品構成の
　　　比較
　脂溶性成分，食物繊維，Mgおよび食塩の摂取におい
て最小値，最大値を示す対象児17例の摂取食品構成は
表3の如くである。両者の摂取量に大きな違いがみら
れるものについて以下に記す。
　1）コレステP一ル，アラキドソ酸の摂取：2成分共
に最大値を示すA，は卵類を108．7g，肉類を43．3g，う
ち牛肉を33．3g摂取している。同じく最小値を示すA’，
は小食傾向で，とくに卵類が3．4gと少なく，肉類，魚
介類各工6．7g，乳類50．Og等，いずれも翼安量の7
～48％の摂取量であった。
　2）SFAの摂取：最大値を示すB，は，塞類（73e．9
g）と肉類（79．3g）の摂取が極めて多く，目安量の
2．3～2．5倍である。一方，最小値を示すB，は動物性食
品で目安量を充たしているのは魚介類のみで他は少な
く，とくに肉類（8．4g）が僅少で，牛乳は摂らずヨー
グルトが乳類の殆どであった。
　3）MFA，リノール酸，リノレソ酸の摂取：3成分
共に最大値を示すC、は油脂類摂取量（53．9g）が多く，
とくにマーガリソを23．3g摂取し，また魚介類（56．4g）
や豆類（63．2g）の摂取量も多い。最小値を示すC1は概
して小食であOf豆卵，乳油脂類の摂取量が職
量の20～58％であった。
　4）PUFAの摂取：最大値を示すD・は油脂類
　（40．3g）と魚介類（52．Og）が多く，とくに植物油を
28．6g摂取していた。最小値を示すC、は前述の如く，
とくに油脂類（7．2g）と豆類（9．3g）が低値である。
　5）EPAの摂取：最大値を示すE，は魚介類を
132．7g摂取し，うち青魚が83．3gであったe最小値を
赤すD、は魚介類摂取量（8．7g）が極めて少なく，概し
て小食傾向である。
　6）DHAの摂取：最大値を示すF，は魚介類摂取
量（116．79）が多く，うち青魚が79，lgであり，ついで
鶏肉（45．8g）が多かった。最小値を示すA1は1）にて
記述したe
　ここで，EPAとDHA摂取に闘して最大値を示す対
象児E，とF，の摂取している魚介類の内訳（表4）をみ
ると，E2はEPA含量の高いいわしの摂取割合が最も
高く，一一方，F2はDHA含量がEPA含量の2倍である
さけの摂取割合が最も高いことが知られた。
　7）PIS：P／sの最小値を示すGlは乳類（609．29）
と肉類（47．lg）が多く，魚介類（64．8g）も多いが，
青魚（2．3g）は僅少であり，また，油脂類（7．8g）と
豆類（19．59）も少なく，PUFA量を凌ぐSFA量の大
部分を牛乳と牛肉より摂取していた。最大値を示すB，
については2）で記述した如く，小食傾向の上SFA量
の僅少な食品の摂取に偏っていた。
　8）n－6／n－3：最小但を示すE：は5）で記述した如
く，n－3系PUFAを多含する魚介類摂取（132．7g）が
極めて多く，他方，n－6系PUFA量としての植物油
（4．Og）が僅少であり，豆・卵類の摂取量も低値であっ
た。最大値を示す12は肉類（147．5g）が極めて多く，
魚介類と肉類摂取量に闘してE2とは対照的であった。
　9）E／PUFA；最小値を示すH1は偏食傾向で，　VE
摂取量（2．6mg）が少なく，油脂類摂取量（18．9g）が
比較的多い。最大値を示すE、はこれとは逆にV．E摂
取量（6．5mg）が比較的多く，油脂類（4．Og）が相対
的に少ない。
　10）V．Eの摂取：最大値を示すG，は油脂・肉・豆・
魚介類が目安量の133－－247％と多くt種実類も11．Og
掻i取しているなど，各食品群を偏ることなく摂取して
おり，vE多含食品の特別な摂取はみられない・最小
値を示すA、は1）に記述した如く，小食で偏りのある摂
取状況であった。
　11）食物繊維，食塩の摂取：2成fikeこ最大値を示
す恥は食物繊維を含有する穀類，豆・きのこ・海草類
の摂取量が多く，いも・野菜・果実類のそれも適量に
近い。また，調味料（33．6g）がやや多く，その内訳は
食塩4．7g，醤油28．9gであり，調味料から食腹総量の
70％を摂取している。なお，本鋤象児は年4回の調査
を通して，すなわち春に10．7g，夏に10．2g，秋にユ2．9
9，冬に9．39と，食塩摂取量が多かった。一方・2成
分共に最小値を示すE、は野菜類，調味料の摂取量が僅
少で澱類，豆・肉類の摂取量も少なく，小食で偏食
傾向が見受けられる。
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衷2　脂溶性成分，食物繊維，マグネシウムおよび食塩の1入1日当り平均摂取量とそれらの最小値，最大値を示す
項　　　目 平均値±標準偏着 変動係数（％） 殻　小　値 最大　値 範　　　囲
コレステP一ル　　（mg） 283±　113 40』 67 610 543
f泡羽1別青11方配セ　　　　　　　（9） 13．6±　孤．3 31．8 3．3 28．6 25．3
一一
?ﾊ町ミf泡和1】旨且方「｛麩　　（9） ユ3，8±　週．3 31．0 5．1 27．5 22．4
多価不飽和』旨肪酸　（9） 1L8±　3〆1 28．7 5．6 25．7 20．1
リノール酸　　　（mの 5，519±1，737 31．5 1，997 ユ0，910 8，913
リノレソ酸　　　（皿ゆ 825±　327 39．6 241 2，175 1，934
アラキドソ酸　　　（m冨） 103±　　通2 40．3 16 2G6 190
イコサペソタエソ酸（mΩ 152±　1哩6 95．9 2 834 832
ドコサヘキサエソ酸（m呂） 287±　193 673 29 940 911
ピタミソE　　　（Tllst） 6．3±　2．1 33．3 2．5 12．3 9．8
φじ牙勿革戴荊E　　　　　　（9） 12．工±　2．5 20．7 5．8 20．5 14．7
マグネシウム　　　　（mg） 154±　　40 26．D 56 297 214
食　　　塩　　　　（9） 7．9±　1．3 16．5 4．3 12．9 8．5
P／S 0．93±0．30 32．5 0．39 2．23 L84
n・6／n・3 4．52±L49 33』 1．20 9．51 8．31
EIPUFA O，45±O．13 28．9 G．19 O．84 O．64
｝1｛文献値：高居らの食品構成による笄定値の4～6歳の平均値。
　12）Mgの摂取：最大値を示すH2は11）に記述し
た如くであるが，Mg297mgを海草類から30％，動物性
食品から23％，毅類から19％，いも・野菜類等と，豆
類から各14％ずつ摂取している。最小値を示すF1は肉
類が多く，魚介類が僅少で，豆，きのこ類が皆無，米
類と海草類が少ない摂取食品構成である。
　4．最小値，最大値を示す幼児の摂i取栄養状況と身
　　　体状況
　脂溶性成分，食物繊維，マグネシウムおよび食塩の
摂取において，平均値より著しく隔たって，最小値，
最大値を示す対象児のエネルギーおよび栄養素等の摂
取状況と身体状況について，主な事例を表5に総括し
た。
　対象児のAI，　B1およびELに共通の現象は，エネル
ギー摂取量が充足されていないことを初めとして，摂
取栄養水準が低く，穀類エネルギー比も低いことであ
る。また，AiはB，と調査蒔期を異にする同一人である
力三，いずれの調査時期においても，上記の現象に加え
て動物性タソパク質比および脂肪エネルギー比が越め
て低いe一方，Eエはそれらの比が高値であった。
　上記の3事例を除く他の7事例については，A，の摂
敏コレステロール量（610mg），　C2の脂肪エネルギー比
（41．2％），F，のM〔g量（56mg），　H　2の食塩量（12．9g），
GユのPIS（O．39），　E，と12のn－6／n－3（1．20j　9．51）を
はじあとして，Ca／Mgが3．46・－5．94と高値であるこ
となど重要な問題点が指摘されるが，その他の摂取栄
養水準については概ね良IEな結果であった。
　身体状況については，個人差が大きいものの，さし
たる問題点はみられなかった。
　5．脂溶性成分の摂取バランスが適正な幼児の摂取
　　　栄養状況と摂取食品構成
　対象児44名のそれぞれ四季の食事内容の中から，P／
S：1．eO・一一一1．SO29），　n－6／n－3：53°｝，　EIPUFA：0．4以
上31）の3条件をみたす事例を抽出したところ，衰6に
示すようにP，・－P，の4事例が得られたeこれら4事例
の摂取食品構成を表7に示す。
　4事例に共通して，VD摂取量が5～54玉Uと少な
く，穀類＝ネルギー比hS30　一一　35％と低値であり，　Ca／
Mgが3．16－－5．79と高値であったが，その他の摂取栄
養水準は概して良好であった。但し，P，は摂取コレス
テP一ル量が過剰であり，P2は鉄・ナイアシソ摂取量
が不足傾向を示し，乳は脂肪エネルギー比が適正値の
の上限を超えている。ひとりP1のみは，食塩摂取量が
若干多いものの，発育期の摂取栄養条件と動脈硬化症
予防に対置したそれとを共に充足する摂取栄養状況を
示しているといえよう。
　P、の摂取食品溝成で目安量とほぼ近似する食品群
は，肉・卵・果実類である。また，目安量を超えて多
量に摂取している食品群は豆・魚介・油脂および野菜
類である。一方，逆に目安量に充たない食品群は穀類，
一46－・
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対象児
凍文　献　値 平均値／文献値 最小値を示す対象児 最大値を示す対象児
（％）
336 842 A1：都市近郊No，18，女児，春 Az：漁業地域No．9，女児，冬
14．9 9L3 B1：都市近郊No。18，女児，夏 B2：漁業地域No．6，女児，冬
15．4 89．6 C：：都市近郊No．5，女児，夏 C3：都市近郊No．2，男児，冬
10．0 118．0 C、：都市近郊No．5，女児，夏 D21都市近郊No，3，男児，冬
7，727 7L4 Ci：都市近郊No．5，女児，夏 C2：都市近郊No．2，男児，冬
1，479 55．8 Cl：都市近郊No．5，女児，夏 C3：都市近郊No．2，男児，冬
172 59．9 AI：都市近郊No．18，女児，春 Aゴ漁業地域No．9，女児，冬
142 工07．G DI　l都市近郊No，7，女児，碁 現：農　　村No．3，男児，夏
243 118．ユ A1：都市近郊No．18，女児，春 F2：都市近郊No．1，男児，夏
6．97 9G．4 A1：都市近郊No．18、女児，春 G2：都市近郊No．1，男児，秋
一 一 E1：都市近郊No．17、女児，夏 Hゼ都市近郊No．13，男児，秋
一 一 F1：都市近郊No．16，女児，春 H王：都市近郊No．13，男児，秋
一 一 E1：都市近郊No．17，女児，夏 H，：都市近郊No．13，男児，秋
，　O．67 138．8 Gl：都市近郊Ng・13，男児，冬 B1：都市近郊No．18，女児，夏
一 一 E2：農　　村No．3，男児，夏 12：農　　村No．1，男児，春
⑪．70 64．3 H1：都市近郊No．19，女児，春 Eヱ：農　　村No．3，男児，夏
いも・砂糖・菓子および海草類であった。
　　　　　　　　　考　　　察
　本調査は小児期からの動脈硬化の予防の必要性か
ら，食事性の危険因子として注目されている栄養素等
の幼児期における摂取の実態と，それを供給する食品
構成の特徴を把握して，栄養指導上の示唆を得ること
を目的とした。またライフサイクルの初期にある幼児
期における好ましい栄養・食生活像の具体例あ探索も
意図した。
　平均年齢5．1歳の対象児44名の平均栄養素等摂取量
のうち，症候発現に関連すると予測されている主な項
目にらいて，Bogalusa　Heart　Study32｝の4歳児につい
ての1，0001｛cal当り摂取量と比較すると（本対象児／
Bogalusa），タソパク質37／31（g），動物性タソバク質．
20／21（g），脂質32／41（g），SFA　9．o／15．o（g），　PUFA
7．8／8．o（9），『レステPt　一一ル188／158（mg）・PIS　o・93／
O．58と，対象児の平均値はBogalusaに比し，タン・｛ク
質，コ・レステロールおよびP／sが高値であった。同じ
く，石井ら15〕による千葉県内の5歳児の成績と比較す
ると（本対象児／石井らによる成績），タソパク質37／
35（9），動物性タソ・・項20／18（9），脂質32／33（9）・動
物性脂質13／12（g），SFA．9．0／5．o（g），　PUFA　7．8／
5．5（g），コレステロール188／147（mg），　PIS　o．93／1．3，
食物繊維8．0／3．7（g），食塩5．2／5．3（g）と，対象児の平
均値は石井らに比し，コレステロール，SFA，　PUFA齢
よび食物繊維が高値を示し，PISが低値であり，他は
ほぼ近似している。
　Bogalusa　Hear亡Study32）は食事中のコレステP一
ルの増加が血清申の総コレステロールやLDLコレス
テP一ルを高めると結論づけており，石井ら15〕も同様
の予測をしている。対象児は上記の2成績のいずれよ
りもコレステロールを多量摂取している。血清脂質検
査を行っていないために，食事における多量摂取の血
清脂質への影響を確認できないが，何らかの配慮を必
要とするように思われる。
　食物繊維が血清脂質に影響を及ぼし，動脈硬化性疾
患の発生防止作用を有することが報告され調〕，小児に
おいても食物繊維の低下傾向が血清脂質検査値の上昇
に関連することが予測されているIs）。しかし食物繊維
は本来，栄養素の吸収を阻害する作用を有しており，
その生理作用，健康に及ぼす影響について今後の調査
研究に待つところが大きい：4）ので，対象児の比較的高
値が適正値であるかどうかは明らかでない。
　また，食塩の摂取量が幼児の目標摂取量3－59副
に対し，7．9gと高値を示し，1，0001ccal当りでは石井
ら；5｝とほぼ同値であったが，石井らの指摘と同様に，食
塩摂取の比較的高い地域の特殊性35，カ：幼児の食生活に
反映しているのではなかろうかと思われる。
　摂取脂肪酸のバラソスに関して，P／Sは望ましい範
囲1　一一1．529）に対しO．93と若干低い値を示しており，
Bogalusa・帥の0．53と石井らユ5，の1．3の中間に位置する
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fi　3　脂溶性成分，食物繊維，マグネシウムおよび食塩の摂取において最小値，最大値を示す対象児の摂取食品構成
コ1ノステローノレ
　　　，O和脂肪酸 一価不飽和脂肪酸， 多価不飽湘脂肪酸
アラキドソ酸 リノール酸，リノレγ酸
Al　　Aユ BI　　B2 Cl　　　C2 Cl　　D2
総　　　　　五｝： 15．7　　27．G 40、1　　3LO 35，4　　56．4 35．4　　52。0
㍉軍ナ　　　　魚 o　　　　o 17．4　　17．7 3．3　　182 3．3　　20，3
白　　身　　魚 0　　　27，0 0　　　13，3 工0．0　　　7．7 10．⑪　　　6．7魚介類 魚　　　　卵 0　　　　0 o　　　　o o　　　　o 0　　　15．0
そ　　の　　他 16，7　　　0 12．O　　　O 16．4　　20．7 16．魂　　10．0
練　　製　　品 0　　　　0 10．7　　　0 5．7　　　9．8 5．7　　　0
総　　　　汎 16．7　　43．3 8．4　　79．3 36．0　　32．4 36．0　　43．4
牛　　　　肉 0　　　33．3 0　　　30、4 o　　　　o 0　　　21．7
豚　　　　　肉 0　　　　0 0　　　25．0 20．0　　　6．7 20』　　　16．7
肉　　頚 鶏　　　　肉 16．7　　　6．7 6．7　　13．4 0　　　10．0 0　　　　0
レ　　　ノく　　　一 o　　　　o 0　　　　0 o　　　　o o　　　　o
肉，加　工　品 ⑪　　　　3．3 ヱ、7　　10．5 16．0　　15．7 16．0　　　5．0? ?
3．4　　108．7 21．7　　51．9 16．7　　30．7 16．7　　3L6
総　　　　量 50．0　　191．3188．7　　730．9151．4　　240．715L4　　221，6
牛　　　　乳 0　　　30．0 0　　　599．3 133．0　　178、2133．0　　ユ89．9
ヨ　ーグル　ト 30．0　　133．O148．7　　66．6 0　　　43，3 0　　　30．O
乳　　類 スキムミルク 0　　　24』 0　　　　0 0　　　　0 o　　　　o
チ　　ー　　ズ 0　　　　3．6 0　　　　3．3 1．7　　18．3 1，7　　　1．7
バ　　　タ　　　・一 ⑪　　　　O．7 0　　　　0 O　　　　O．9 0　　　　0
そ　　の　　飽 20．O　　　⑪ 珪O．0　　6L7 16．7　　　0 16．7　　　0
総　　　　飛 3．3　　　9。6 3．3　　16．2 72　　　53．9 7．2　　40．3
油脂類 植　　物　　油 3．3　　　3．6 1．6　　　3．3 5．5　　102 5．5　　28．6
マーガリ　ソ 0　　　　1，7 0　　　　8．9 0　　　23．3 0　　　　3．3
そ　　の　　他 ⑪　　　　4．3 1．7　　　4．O 1、7　　20．4 1．7　　　8．4?
．類 55．4　　140．0 40．3　　6窪．5 43．6　　105．7 43．6　　1ユO．7
小 菱　　　　類 　　　　　　　　　　・R0．0　　46．3 28．4　　63．0 106，5　　63．O106．5　　23．O
い も　　　　類 L4　　21．9 96．6　　59．6 13．3　　d3．2 13．3　　29．4
砂 糖　　　　類 3．3　　　1．5 L2　　　2．7 9』　　　o，8 9』　　　3．0
菓 子　　　　類 57』　　55．0 38』　　　3L5 29．9　　55．7 29．9　　7工．6
種 実　　　　類 O，3　　　0 0　　　10．3 O　　　　L5 0　　　　3．6
　豆 類 78．9　　40，7 55．0　　17．3 9．3　　63．2 9．3　　39．9
緑　　黄 色　　野　菜 3L7　　26．8 38．3　　42．7 8．3　　48』 8．3　　8⑪．5
そ　の 他　の　野　i菜 16．7　　66．1 73．6　　81．5 82．7　　95．9 82．7　　91．3
果 実　　　　類 169．7　　110．359，0　　153．7155．0　　188．O155．0　　186．6
き　　の こ　　類 0　　　　1．7 3、3　　　1．8 16，7　　　4．7 ユ6．7　　　7．7?
草　　　　類 1．4　　n．5 2。2　　　02 O．9　　　5，6 O．9　　　6、5
調 味　　　　料 16．0　　20．2 24，6　　40．4 16．6　　26．2 工6．6　　20．8
調　　理 加　　工　　品 1L7　　　⑪ 0　　　　0 16．7　　10．0 16．7　　　0
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の比較
イコサベソタエソ酸 ドコサヘキサソ酸 PIS n・6／n－3 E／PUFA
D】　　　E2 AI　　F3 G監　　B1 E2　　　1z Hl　　E：
1L4　　132．7 16．7　　1工6．7 64．8　　　4θ．1 132．7　　　47．3 工4．7　　132．7
8．4　　　83．3 0　　　　79ユ 2．3　　　17．4 83．3　　　ユL9 9．5　　　83．3
0　　　　10。7 o　　　　⑪ 22．5　　　⑪ 10．7　　　16．7 0　　　　1⑪．7
G　　　　　O o　　　　o o　　　　⑪ o　　　　o o　　　　o
0　　　　35．7 16、7　　　34．6 ユO．0　　　12，0 35．7　　　0 52，　　35．7
3．0　　　3、0 0　　　　3．0 30．⑪　　　10．7 3．0　　　18．7 ⑪　　　　3．0
38ユ　　　31．3 16．7　　　77．1 47．1　　　8．4 3L3　　147．523、3　　3L3
0　　　　0 O　　　　O 35．4　　　0 0　　　　35．0 o　　　　o
27，7　　　12．5 O　　　　l8、0 0　　　　0 12．5　　73．3 23．3　　　12．5
o　　　　　o 16、7　　45．8 10．0　　　6．7 ’0　　　　0 o　　　　o
0　　　　　0 0　　　　0 0　　　　0 o　　　　o ⑪　　　　o
工o．4　　18．：8 0　　　　13．3 L7　　　1．7 18．8　　　35．7 0　　　　18．8
32．0　　　24．3 3、4　　　8．3 9．3　　　21．7 24，3　　　30．0 4．9　　　24．3
164．4　　291．6 50』　　13L6609．2　　188．7291．6　　324．8196．7　　29L6
160．2　　274。6 0　　　　93．3 589，2　　　0 274．6　　297．8188．4　　274．6
o　　　　o 30．0　　　0 0　　　148．7 0　　　　⑪ O　　　　O
o　　　　o o　　　　o 0　　　　0 o　　　　⑪ 0　　　　0
2．5　　　0．3 0　　　　5．0 0　　　　0 O．3　　　8．3 8．3　　　0．3
1．7　　　0 0　　　　0． 0　　　　0 0　　　　2』 3．5　　　0
0　　　　16．7 20．0　　33．3 20．0　　40．0 16．7　　16．7 0　　　　工6．7
162　　　　4．o 3．3　　　16．5 7．8　　　3．3 4』　　　　6．3・ 工8．9　　　4．0
6．6　　　4．0 3．3　　　14．8 2．8　　　1．6 4．0　　　4．6 12．0　　　4』
2，7　　　0 0　　　　0 0　　　　0 O　　　　L7 3；5　　　0
6．9　　　G O　　　　L7 5．0　　　1、7 0　　　　⑪ 3．4　　　0
68．1　　13L655．4　　　70．1・ 139．6　　・40．3 工31．6　　182．8 11ユ　　131．6
99．0　　　2LO 30．0　　　28，0 65．1　　28．4 21』　　　80．7 78．0　　　2LO
22．8　　　36．7 L4　　108，0 422　　　96．6 36．7　　15．3 26．3　　36．7
0　　　　　3ユ 3．3　　　3．O 2．O　　　l．2 3ユ　　　　7．1 2ユ　　　3．1
3⑪．0　　　16．7 57．0　　103．3 9．6　　　38．4 16．7　　33．7 61．6　　16．7
7．4　　　0 O．3　　　0．7 L2’@　O 0　　　　畦、3 1．O　　　O
55ユ　　　23．4 7呂．9　　　63．7 19．5　　　55．O 23．逢　　　5。6 26．2　　23．4
59．3　　工71．3 3117　　48．2 畦3．4　　38．3 17L3　　4彗．5 22．1　　17L3
8痩．6　　　94．0 16；7　　144．3 54．7　　73、6 94』　　1U．3 74．2　　94．O
292．0　　227．1169．7　　28．7 54．6　　59．0 227．1　　49．4213．3　　227．1
3．0　　　0 0　　　　0 1．7　　　3．3 0　　　　6．7 Lo　　　o
O．5　　　2．6 1．4　　　0．9 S．4　　　2．2 2．6　　　1．3 15．3　　　2．6
45．4　　　2L5 16．0　　18．5 22．3　　24．6 21．5　　42．1 11．2　　2L5
10．0　　　0 11．7　　　0 1L8　　　⑪ o　　　　o 10．O　　　O．
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禦3 （っづき） （1／v1日当り室E取量：　9）
ピ　タ ミ　ソ E 食　物 繊 維 マグネシ
?
ム?
塩
A且 G宮
??
H2
?
Hユ
?
ゴ1㌃ 16．7 86．3 58．3 50．5 8．3 50．5? ?
o 4B．0 44．3 27．2 o 272
白　　身
?（?
0 o 0 o o o?
介頚 ? ? o o o 0 o o
そ　　あ
?
16．7 35』 16．3 13．3 8．3 13．3
練　　製
??【? o 3．3 ，　　　O．7 10．0 o lo．o
総 ゴi上 16．7 54．9 11．7 2壇．8 63．3 24．8? ? ? 0 o 0 o o
豚
?
o 8．3 o 13．1 33．3 13．1? ?
鶏
?
16．7 40．9 o 10．OI 1⑪』 10．o
レ　　　ノく 一 o o o o 6．7 0
肉　加　工
????
o 5．7 一　　11．7 L7 13．3 1．7?
1 頚 3．4 49．5 31．7 3．3 30．3 3．3
総 jr．誌 50．0 261．4 388．3 458．1 130．0 458ユ?
乳
????
255．7 37L6 458．1 92．9 458．1
ヨ　ー　グル
?
30．0 o o o
? 0
乳 類 スキムミル
?，
o o 0 0 0 0
チ　　　ー ズ 0 4．O 0 0 0 0
バ　　　タ ｝ 0 L7 0 0 0．8 0
そ　　の 他 20．⑪ o 16．7 0 36．3 0
総 量 3．3 202 10．6 9．8 10ユ 9．8?
脂　類 植　　物
?
・3．3 6．5 7．3 6．5 4．3 6．5
マ　ー　ガ　リ ソ
?
5．7 0 0 1．0
〔｝
そ　　の
? ?
8．O 3．3 3．3 4．8 3．3
?
類 55．4 95．O’ 66．3 101．8 46．0 1⑪L3?
麦・ 類 30．⑪ 55．6 23』 140．3 92．4 140．3
い
?
類 L4 75．1 36．7 292 22．3 29．2?
糖 類 3．3 22．5 0 3ユ 3．7 3．1
一押■ﾊ 子， ? 57．O 26．3 20．G 20．O 46．7 20．O? ?
類 O．3 11』
? o 0 o
一旦 類 78．9 98．5 30．3 10G．o． 0 100』
緑 黄 色　　野 菜 31．7 94．3 12．7 47．3 69．7　　1 哩7．3
そ の　他 の　野
?
16．7 147．1 16．O 91．o　　I 85．3 91．0
果
?
類 169．7 161．3 228．3 100．⑪ 119．6 100』?
の
? 類 o 3．3 o 18．3 o 18．3?
草 類 1』 L9 5．O 15．5 3．3 15．5
調
?
料 16．0 26．3 3』 33．6
?．??
33．6
調 理 加　　工
??? 1L7 0 0 0 23．3 0
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動脈硬化症予防の視点からみた幼児の摂取栄養状況調査
表4　EPA，　DHA摂取量の最大値を示す各対象児の摂取魚介類の内訳
E2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F芝
摂取量
i9）
構成比
i％）
EPA
img）
DHA’
img）
摂i取量
i9）
携成比
i％）
EPA
img）
DHA
img）
青　　　魚
い　わ　し
ﾜ　　　す
ｳ　　　け
46．7
Q3．3
P3．3
352
P7．6
P0．0
645
P00
S9
531
P18
X8
さ　　　け
｢　わ　し
ﾔ　　　り
37．4
Q5．0
P6．7
32．0
Qユ．4
P4．3
137
R弓5
Q58
276
Q84
Q89
白　身　魚 か　れ　い 10．7 8．0 22 22 一 ｝ 一 一 一
そ　の　他
い　　　　か
?@さ　り
ｵ　じ　み
22．5
V．5
T．7
17』
T．7
|．3
工3
k6
P．8
34
Q．6
Q．7
あまえび
｢　　　　か
21．3
P3．3
18．3
PL4
11
V
??
練　製　品 さつま揚げ 3．0 2．3 1．8 2．5 さつま揚げ 3．0 2．6 L8 2．5
計 132．7 looユ 834 809 計 ユ16．7 100．1 757 881
成績であった。また，n－6／n－3は望ましい値5鋤に対し
4．52とやや低値であり，n－6系PUFA摂取量を若干増
やす必要がある。そのことによりPISも改善されるも
のと思われる。
　対象児のV．E摂取量6．3mgは，成人の目標摂取量7
～8mgと小児（2～3歳）のそれの5　mg36｝のほぼ中間
値である。食事中のv．EとPUFAの含量の比率E／
PUFAは0．45であり，一般に不足症状がみられないと
される実用値O．43！）を上回っており，とくに問題はない
ようである。しかし，V．E栄養の不足状態で生体膜に
障害を生じた時は，虚血性心疾患，動脈硬化等の病変
の原因となることが推察されている16｝ので，EIPUFA
を低下させないような配慮が必要と思われる。
IMg摂取量は154mg，　Ca／Mgは3．60であり，五島
らT7｝の成績（4－－7歳，男19名，女15名，平均体重16kg
の揚合）の119～134mg，3．49～3．91に比し，　Mgは若
干多く，Ca／Mgは近似していた。食事中のMgの慢性
的な摂取不足は虚血性心疾患の発症との関係が認めら
れ，とくに摂取Caに対してMgの相対的不足が重要
視されている17〕。成人の目標摂取量のCa／Mgは2．oで
あること36）から，幼児期においても摂取Ca量に見合
うMg量の摂取に努力することカミ望ましいと思われ
る。
　以上のような平均摂取栄養状況をもたらす対象児の
摂取食品構成において，最も懸念されるのは穀類の不
足である。穀類エネルギー比は34．8％であり，適正範
囲の4e・・一　45％を逸脱している。昭和46　一一　49年調査
eeIs）19】の40（都市近郊）一一50（山村）％から減少が始ま
り，昭和50～54年調査時：s）19，から適正範囲を下回るよ
うになったe対象児の栄養指導に際して早速に配慮さ
れるべきことは，穀類の摂取を促し，穀類エネルギー
比の適正化を図ることであろう。穀類；一ネルギー比の
適正化により，推奨値を超えている動物性タソパク質
比ならびに適正値の上限に至っている脂肪エネルギー
比の是正が期待される。しかも摂取Ca量に見合うよ
うMg量の摂取増を期して，胚芽のついている穀類の
摂取を促したいものと思う。
　次に，上述の平均摂取栄養状況から著しく隔たる対
象児17例の示す各栄養素等の最小値と最大値は，一応
食事性因子のリスクファクターの範疇に入る。しかし
ながら，各栄養素等の過不足の限界は必ずしも明確に
されていないので，いずれも摂取不足傾向ならびに過
剰摂取傾向との観点でとらえることとする。過不足両
極端に位置する対象児の摂取食品講成の相互比較にお
いて，重要な要因をなす食品を抽出すると，コレステ
ロー・ル，アラキドソ酸の摂取では卵類と肉類（牛肉），
SFAの摂取では乳類（牛乳），肉類および卵類，　MFA，
リノール酸，リノレソ酸の摂取では油脂類（植物油），
PUFAの摂取では油脂類（植物油），　EPAの摂取では
魚介類，D且Aの摂取では魚介類と肉類（鶏肉），　V．Eの
摂取では油脂類（植物油），魚介類，豆類および肉類，
食物繊維の摂取では穀類，豆類，き』のこ類および海草
類，食堪の摂取では調味料，Mgの摂取では海草類，穀
類，乳類（牛乳）および豆類等をあげることができる。
また，PISでは乳類（牛乳）と肉類の多量で低下，　SFA
含量の僅少な食品の偏食により上昇，n－6／n－3で
は魚介類の多量と油脂類の少量で低下，肉類の多量で
上昇，EIPUFAでは小食傾向と油脂類多量で低下，魚
介類，米類および緑黄色野菜の多量と抽脂類の少量で
上昇等の傾向を観察することができた。
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募…5　　主なる1指1容濁毘分，食物繊維，マグネシウムおよび食塩の摂取において最小値，最大値を示す対象児の摂取栄養
A1 A， G1 B塞
コレステロール摂
譌ﾊが最小値
コレステロール摂
謔ｪ最大値
P／sが最小値 PISが最大値
iA1と同一人）
エネルギー　　　（kcal）
^γバク至｛　　　　　　　　　（9）
p工旨　　　　　！1｛｛　　　　　　　　（9）
Jルシウム　　　　　　（mg）
S　　　　　　　　（mg）
rタミソA　　　　　　（IU）
sタミソB」　　　　　　（T［lst）
rタミソB：　　　　　　（m昌）
iイアシソ　　　　　　（mg）
sタミソC　　　　　　（mg）
rタミソD　　　　　　（IU）
　　863　（62）
Q8、4　（57）
Q0．9　（49）
@　241　（60）
@　4．6　（58）
@　825　（83）
潤C21　（38）」⑪．44　（57）1　　3，7　（40）
@　　40　（100）
@　　　o　　（o）
1，795（148）
U6．6（167）
T4．呂（149）
@　764　（191）
@　8．3　（109）
P，438（144）
n．67（140）
P．25　（187）
@　9．4　（118）
@　　48（120）
@　　29　⑦
1，654（118）
U3，7（135）　1
T4．9　（128）
@　872（218）
@　7．31（91）
Q，547（255）
n．48　（86）
P．07（139）
@　8．8　（95）
@　　26’（65）
@　104　（26）
996　（7D
R9．2　（79）
Q1．2　（49）
R81　（95）
T．3　（66）
V32　（73）
n．34　（61）
n，71　（92）
U．6　（71）
@　28　（70）
@　57　（14）
ビタ　ミ　ソE　　　　　　　　　（“19）
ﾗレステロール　　（mg）
Hど吻華蔵景佳　　　　　　　　　（9）
刄~　　　　）携葺　　　　　　　　（9）
H　　　塩　　　　（9）
2．5
@67
P0．8
R3．9
@　88
堰D6
4．8
U10
P1．4
Q4．5
?R2
V．7
4．1
H95
PL1
P5．8
P83
X．3
3．4
P35
P0．9
R1．0
P29
U．1
動物性タソパク質比　（％）
ｮ物性脂質比　　　　　　（％）
26．7
X．8
57．3
S4．5
60．6
T2．8
362
Q0．9
穀頻エネルギー比　　（％） 34．8 34．7 ’」　　42．9 26．4
タソパク質エネルギー比（％）
塩bエネルギー比　　（％）
恷ｿエネルギー比　（％）
13．2
Q1．8
U3．7
工3．8
Q7．0
T9．2
15．7
Q9．9
T4．4
15．7
P9．4
U4．9
　　P／S
hI・6／n・3
dIPUFA
1．13
U．54
O36
1．04
T．37
O．42
　　　　　　O．39
@　　　　　5．8工一　　　　　　〇．52
2．23
R．80
J．46
Ca／Mg 2．74 5．79 4．77 2．95
身　　　長　　　　（じm）
ﾌ　　　重　　　　（1ζ9）
aMI　　　　　　　（1鱈／耐）
P日当り歩行歩数（歩）
110．2（107）
P8．6（114）
@　　　　15．3
@　　　6、464
104．2　（95）
P5．4　（84）
@　　　　142
@　　　8、733ヒ
105．8　（96）　　　　　　　－
P8．5　（98）
@　　　　16．5・
@　　11，500
110．2（107）
P8．6　（114）
@　　　　153
@　　　7，050
注1．（）は栄養所要量に対する摂取割合（％）を示す。
　2．身体計測は6月に実施した。歩行歩数は春の1週間の測定値の平均値である。
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状況と身体状況
E2
?
C呈 E1 Fl H2
n－6／n－3が最小
l
n－6／n－3が最大l
MF氏リノール酸
潟mレソ酸摂取量
ｪ最大値（脂肪工
食物繊維，食塩摂
譌ﾊが最小値
マグネシウム摂取
ﾊが最小値
食塩，食物繊維，
}グネシウム擬
謇Nが最大値
ネルギー比最高値）
1，415　（85） 2，705（130） 1、812（128） 1，150　（90） 1，310（106）1，597（114）
62．5（107） 79．1（158） 58．6　（120） 42．7（101） 41．6（101） 66．3　（139）
38．7　（70） 67．5　（153） 82．9　（191） 39．5（101） 52．2（138） 50．6（U8）
541（135） 709（177） 752（188） 558（140） 295　（74） 1，028（257）
9．3（1⑪3） 1LO（138） 8．2（103） 3．9　（49） 6．5　（81） 12．9　（161）
1，515（126）1，650（165）3，045（305） 848　（85） 4，257（426）1、65農（165）
0．73　（109） 1．06（ユ7の 0．60（105） ⑪．36　（71） o．67　（137） 0．58（104）
O．95（103） 1．02　（113） 0．95（122） o．78　（91） 0．80（118） 1．04（135）
15．1（137） 16．O（152） 9．5（101） 層5．6　（66） 9．9（工2D 10．5（113）
59（148） 35　（88） 48　（120） 21　（53） 60（150） 30　（75）
355　（355） 12　　（3） 47　（12） 58　（15） 12　③ 70　（18）
6．5 4．2 6．B 3．5 4．3 4．7
300 275 267 246 211 146
10．4 11．6 14．7 5．8 10．7 2G．5
24．5 22．2 28．0 30．4 32．1 10．4
155 175 201 94 56 297
9．1 ユo．4 9．5 4．3 6．6 12．9
65．5 62．5 50．9 68．6 48．6 46．5
38．4 66．9 26．7 41．3 38．3 41．7
37．8 42．5 30．4 26．2 35．9
42’D8冒
17．7 15．3 12．9 14．9 12．7 16．6
2唾．6 29．3 41．2 30．9 35．9 28；5
57．7 53．9 45．9 54．2 51．1 54．9
0．65 0．50 1．24 o．70 LO2 o．76
1．20 9．51 4．08 3．84 5．66 4．42
0．84 O．47 0，27’ 0．41 o．60 O．36
3．49 4』5 3．74 5．94 5．32 3．46
125．4　（工08）
Q4．6（ユ17）
115．8（105）
Q3．8（126）
106．1（102）
P8．9（ll2）
102．1　（99）
P6．1　（98）
105．7　（97）
P5．9　（87）
105．8　（96）
P8．5　（98）
15．6 17．7 16．B 15．4 14．2 16．5
白，500 1工，700 15，120 12，157 11，771 11，500
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裟6　脂溶性成分摂取バランスの適正な対隷児の摂取栄養状況
?
P諺 P3
?
都市近郊N。．1
j兇，券
都市近郊No，7
落凵C夏
農村No．7
落凵C秋
漁業地域No．9
落凵C冬
　　P／S
氏E6／n・3
dIPUFA
ユ29
T．02
O．52
1．05
T．82
O．52
0．97
T．81
O．42
1．04
T．37
O．42
エネルギー　　　（kcaD　　　　　　　　　　　　　　　　　　F
^γバク郵〔　　　　　　　　て9）
堰@　質　　　　　（9）
Jルシウム　　　　　　　（m臨）
S　　　　　　　　（：ng）
sタミソA　　　　　　（IU）
sタミソB且　　　　　　（川9）
rタ　ミ　ソ1B2　　　　　　　　（mg）
iイアシソ　　　　　　（TTIg）
sタミソC　　　　　　　（T：lg）
sタミソD　　　　　　（IU）
　　1，530（109）
@　61．O（128）
@　48．7（113）
@　　461（115）
@　　9．2（102）
@　1，666（139）1　　　1．ユ8（211）
@　0、85（109）
@　　13，0（140）
@　　　56（140）
@　　　43　（43）
1，501（U7）
S6．5（105）
T4．6（139）
@763（191）
@6．6　（83）
P，810（181）
O．｛8　（94）
O．98（工38）
@6，7　．（79）
@　55（138）
@　　5　（1）
1，581（110）
U4．6　（116）
T7，4　（130）
@　576（115）
@　8．7　（97）
撃i25　（94）
O．85（149）
O．92（116）
P3．3（140）
@　　42（1⑪5）
@　　54　（54）
1，795（148）
U6．6　（167）
T4．8　（149）
@　764（191）
@　8．3　（109）
P，438（144）
O．67（140）
P25（187）
@　9．4（1ユ8）
@　48　（120）
@　29　（7）
ピタミソE　　　　　　　（m9）
Rレステ憐一・ル　　　　（019）
F食物繊兼IE　　　　　　　　　（9）
]1ミ　　　　　題1　　　　　　　　　　（9）
}グネシウム　　　　　（mg）
H　　　樵　　　　　（9）
7．9
Q84
P2．3
Q5．5
?S6
W．7
6．7
P96
P1．4
R7．8
?R6
S．4
7．7
P69
P1．7
Q0．9
P80
W．8
4．8
U10
P1．4
Q4．5
P32
V．7
重む呼勿性タソ’くク畳重止ヒ　　（％）
ｮ呼勿性，指質上ヒ　　　　　　（％）
50．3
Q6．3
56．6
`7．3
53．6
R8．9
57．3
S4．5
穀類工薯鑑ノレA’一上ヒ　　　　（％） 35．O 30．6 33．3 34．7
タソパク質エネルギー比（％）
P］旨肪エネノレギー一歯ヒ　　　　（％）
恷ｿエネルギー比　　（％）
16．0
Q8．6
T5．4
12．4
R2．7
T4．9
16．4
R2．7－
T0．9
13．8
Q7．0
T9．2
Ca／Mg 3．16 5．61 3．20 5．79
身　　　長　　　　（cm）
ﾌ　　　重　　　　　（1｛9）
aMI　　　　　（k菖／mり
@　1日当り歩行歩数（歩）
109．4　（99）
P9ユ　（101）
@　　　　16．0
@　　10，371
108．O　（105）
P7．1（1G5）
@　　　　14．7
@　　　9，571
116．4　（101）
Q0．9（102）
@　　　　15．4
@　　10、543
104．2　（95）
P5．4　（84）
@　　　　14．2
@　　　8，733
備　　　　考 A2と同一人
注．　（）　栄狼素等については所要量に対する摂取割合（％），身長・体重については昭和59年における年齢別身長・
　　　　　体重推計墓準値に対する比率（％）を示す。
一54－一
動脈硬化症予防の視点からみた幼児の摂取栄養状況調査
1表フ　脂溶性成分摂取バランスの適正な幼児の摂取食品構成
Pl P含 P召 P4
都市近郊No・1， 都市近郊No．7， 農　　村No．7， 灘業地域No．9，
男児，6．1歳春 女児，5．O歳夏 女児，6．0歳秋 女児，5ユ歳，冬
絵　　　　　　　∫L飢塾　　　　　　」旦 56二7　（162） 26．5　（96） 46．4　（169） 27．O　（98）
青　　　　魚 工6，7 12．8 24．8 o
白　身　魚 40．0 o 2．3 27．⑪魚　介　類 魚　　　　卵 o o o o
そ　の　他 0 13．0 9．3 o
練　製　品 0 o．7 10．o o
簸　　　　　　且伽』　　　　　　　』巳 38．8　（111） 5．0　（11） 84．3（187） 43．3　（96）
牛　　　　肉 1L1　， 0　一 6』 33．3
豚　　　　肉 24．4 0 45．3 o
肉　　　類 鶏　　　肉 0 3．3 3．O 6．7
レ　　　バ　　　ー o o 0 o
肉加工品 3．3 1．7 30．O 3．3?
類 48ユ　（96） 39．0　（78） 15．5　（31） 108．7（217）
総　　　　量 150、7　（52） 433．3　（工55） 271．5　（97） 191、3　（68）
牛　　　　乳 104．0 267．6 208．0 30』
ヨーグルト 30．0 22』 63．3 133．0
乳　　　類 スキムミルク o o 02 2塁．0
チ　　ー　　ズ o 6．7 o 3．6
バ　　タ　　ー 1．7 o o o．7
そ　の　他 15』 137．O o o
総　　　量 18．3（146） 18．7　（150） 14．5　（116） 9，6　（77）
植　物　油 6．2 8．3 10．5 3．6油　脂類 マーガリソ 』1』 1．7 o L7
そ　の　他 11．1 8．7 4．0 4．3
米
?
侶8．7　（60） 73．3　（56） 87．5　（67） 王40、⑪（106）
?
麦　　　　類 83．9　（64） 65』　（61） 89．3　（83＞ 46．3　（43）
い も　　　　類 25．6　（73） 47．7（136） 38．4Q10） 21．9　（63）
砂 糖　　　　類 5．8　（58） 20．4（204） 2．3　（23） 1．5’（15）
菓 子　　　　類 24．2　（81） 3．3　（11） ’33．4（ユ11） 55．0　（183）
種 実　　　　類 3．3 3．3 O．1 0
豆 類 84．8（188） 12．5　（28） 65．8（146） 40．7　（90）．
緑　　黄
ｻ　の　他
色　　野　菜
ﾌ　野　菜
｝il：：｝（エ27） 1；1：1｝（98） 2齢（168） ：1：1｝（5・）
果 実　　　　類 126．7　（97） 81．7　（63） 23．3　（18） 110．3　（85）
き　　の こ　　類 o 1．9 7．8 L7
海 草　　　　類 1．7　（85） 3．2　（160） 1ユ　（55） 11．5　（575）
調 味　　　　料 36．0 4．0 20ユ 202
調　　理 加　工　　品 25．0
〔〕
43．4 0
注．1．　1人1日当り摂取量（9）を示す。
　2．（）韓目安量に対する摂取割合（％）を示す。
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　なお，これらの17例の対鋲児の摂取栄ヨ1藤等を所要
jitに対比すると，摂取不足傾向を示す事例ではエネル
ギー不足や，小食・偏食傾向がみられ，過剰撰取傾向
を示す冒1箪例でほ概ねは良好であったが，動物性タソパ
ク質比とCa／Mgが推奨値を超えて高値であった。い
ずれも今後の留意点を示唆している。
SCdeye44名の四季にわたる調査艦列のうちより，発
育期栄義と動脈硬化症亭防の両視点から艶ましい事例
を1例見い出すことができた。但し，V．Dが431Uと少
なく，食塩が8．7gと多ji上であり，穀類エネルギー比が
35、O％，　Ca／Mgが3．16と適正を欠く要素も持ってい
る。本対象児の体位の発育状況は正常であり，1日当
り歩行歩数も平均値にほぼ簿しい。その摂取食品構成
OL目安彙に比して，豆・魚介・油脂・野i菜類とくに緑
黄色野菜が多く，乳・砂糖・穀類が少なく，肉・卵・
果実・海草類が目安量とほぼ近似していた。若干の問
題点があるが，3日間の延食品数は朝食に16，昼食に
34，夕食に32，間食に4種類みられ，比較的万遍なく
摂取されている食品継成であると思われる。
　血濾脂質の検査値が得られていないため，相対的な
見方をしなければならないが，今回の解析を通して・
動脈硬化症予防の視点から望ましい幼児食の必要条件
は，発育期栄養のめざすところと同じく，バラソxの
尊重であることが知られた。折しも，増加しつつある
成人病の予防に対し，子供の時の食生活習慣が重要と
の観点に立ち，対象特性別に食生活指Srl3fi｝が提示され
た。それに添いつつ，可能なところがら対応を試みて
行きたいと思う。
　　　　　　　　　要　　　約
　幼児期からの動脈硬化症予防の必要性から，食事性
因子として注目されている栄養素等の摂取の実態と，
それを供給する摂取食品構成の特徴を把握するため
に，昭和6111i　一平成元年に新潟県内4地域に居住する
幼児（平均年li冷5．1歳）44名の四季の各連続3日間（逓
年12日間）の食物摂取量を，個人別に秤量調査した成
績を解析し，次のような結果を得た。
　1）　対象児の食品群別・栄養素等の平均摂取量は目
安量，所要量に対し，穀類，卵・乳類ならびtlt　V．D，鉄
が不足であり，動物性タソパク質比が54．0％と高く，
穀類エネルギー比が34．8％と低い他は，概ね良好で
あった。
　2）　動脈硬化症予防上重視される栄養素等の摂取量
の乎均値は，コレステロール283mg，　SFA　13．6g，
MFA13．8g，　PUFAII．8g，　EPA　152mg，　DHA　287mg，
V．E　6．3mg，食物繊維12．1mg，　Mg　154rng，食塩7．9
gであった。また，PISはo．93，　n－－6／n－3は4．52、　E／
PUFAは0．45であった。
　3）EPA摂取上の個人差が最大であり，タγバク
質，Xネルギー一のそれが最小であった。
　4）　脂溶性成分，食物繊維，Mgおよび食塩の摂取量
において最小・最大植を示す両対象児の摂取食品構成
の比較では，各成分を多含する食品の量的な差異が明
らかであった。
　5）PIS，　n－6／n－3，　E／PUFAのいずれも適正な対象
児は，概して摂取栄養水準も良好であり，摂取食品構
成ではとくに豆・魚介・油脂・野i菜類が多く，余り偏
り力玉なカ、った。
　縞を終えるにあたり，本研究に際してご懇篤なご指
湛を賜わりました本学学長塚原　叡先生，新潟大学医
学部公衆衛生学教室教授豊嶋英明先生に厚く御礼申し
上げます。また，本調査にご協力いただきました源保
育所，大形保育園，あおい幼稚園，松浜みなと福祉保
育園および本学付属幼稚園の皆様，ならびに対象児の
お億様方に深く感謝申し上げます。
　なお，本研究の一部は，財団法人新潟県健康開発財
団の助成研究費の厚意によるものであり，ここに感謝
の意を表します。
　また，本研究の一部は第37回日本栄養改善学会（1990
年10月，於横浜市）において発表した。
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